
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史

　
　
－
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
社
会
主
義
的
改
造
1

酒

井

展

史

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
一
次
五
力
年
計
画
前
期
に
お
け
る
私
営
セ
ク
タ
ー
の
地
位

　
　
（
一
九
五
一
年
～
五
三
年
六
月
）

第
一
次
五
力
年
計
画
後
期
に
お
け
る
私
営
セ
ク
タ
ー
ヘ
の
優
遇
政
策

　
　
（
一
九
五
三
年
七
月
～
五
五
年
）

私
営
企
業
へ
の
統
制
措
置
と
半
国
家
経
営
の
成
立

　
　
（
一
九
五
五
年
二
一
月
～
五
九
年
三
月
）

合
資
会
社
形
態
に
関
す
る
論
争

第
一
節

第
一
次
五
力
年
計
画
前
期
に
お
け
る
私
営
セ
ク
タ
ー
の
地
位

　
　
　
（
一
九
五
一
年
～
五
三
年
六
月
）

一
九
四
五
年
五
月
上
旬
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ド
イ
ッ
の
無
条
件
降
伏
に
よ
っ
て
ド
イ
ッ
は
、

　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史

米
英
跳
仏
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

同
年
八
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
ナ
チ
・
ド
イ
ッ
の
非
軍
事
化
、
ナ
チ
党
の
禁
止
、
ナ
チ
法
の
廃
止
、
活
動
的
ナ
チ
分
子
お
よ
び
戦
犯
の

逮
捕
、
処
罰
、
民
主
主
義
的
政
党
設
立
の
許
可
、
軍
需
産
業
の
禁
止
、
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
解
体
な
ど
一
連
の
ド

イ
ッ
の
将
来
の
民
主
的
方
向
を
さ
し
し
め
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ソ
連
占
領
地
域
の
東
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
、
民
主
的
土
地
改
革
運
動
i
大
土
地
所
有
の
没

収
ー
と
独
占
資
本
、
戦
犯
、
ナ
チ
活
動
分
子
の
企
業
、
資
産
を
没
収
す
る
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
民
主
主
義
的
変
革
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。

こ
の
独
占
資
本
、
戦
犯
、
ナ
チ
活
動
分
子
か
ら
没
収
さ
れ
た
企
業
は
国
有
化
さ
れ
、
人
民
所
有
経
営
が
成
立
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
ポ
ツ

ダ
ム
協
定
お
よ
び
ソ
連
と
東
ド
イ
ッ
の
賠
償
協
定
に
も
と
づ
い
て
、
賠
償
目
的
用
経
営
が
ソ
ビ
エ
ト
株
式
会
社
と
し
て
操
業
を
開
始
し
て

い
た
。
一
九
四
七
年
、
工
業
生
産
高
に
占
め
る
比
率
は
、
人
民
所
有
経
営
が
三
六
・
八
％
、
ソ
ビ
エ
ト
株
式
会
社
が
一
九
・
五
％
、
私
営

企
業
が
四
三
・
七
％
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
に
は
、
そ
の
比
率
は
人
民
所
有
経
営
が
五
二
・
四
％
、
ソ
ビ
エ
ト
株
式
会
社
が
二
二
・
六
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

私
営
企
業
が
二
五
％
で
あ
っ
た
。
第
一
表
は
、
一
九
五
〇
年
の
工
業
生
産
に
占
め
る
企
業
形
態
別
比
率
で
あ
る
が
、
私
営
企
業
の
な
か
で

軽
工
業
、
食
料
品
工
業
の
占
め
る
比
率
が
全
体
と
し
て
高
い
。

　
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
が
一
九
四
九
年
一
〇
月
に
成
立
し
て
か
ら
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
ニ
カ
年
計
画
（
一

九
四
九
～
五
〇
）
に
続
い
て
、
第
一
次
五
力
年
計
画
（
一
九
五
一
～
五
五
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
人
民
民
主
主
義
革
命
は
社
会

主
義
革
命
の
段
階
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
が
、
こ
の
第
一
次
五
力
年
計
画
は
、
重
工
業
の
発
展
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
工
業
部
門
に
お
け

る
人
民
所
有
セ
ク
タ
ー
を
強
化
し
、
農
業
分
野
で
は
協
同
組
合
化
を
推
進
し
、
社
会
主
義
の
経
済
的
基
盤
の
建
設
を
志
向
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。



第1表　人民所有経営・ソビエト株式会社の工業生産に占める比率（％）

東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史

1947

1948

1949

1950

経有所民
㈹
人
営

36．8

39．0

46．6

52．4

ソピェト株
式会社⑧

19．5

22．0

21．9

22．6

A十B

56．3

61．0

68．5

75．0

私的経営

43．7

39．0

31．5

25．0

（出所）Wemer　Krause，Die　Entstehung　des　Volkseigentums　der

　Industrie　in　der　DDR，a．a．O．，S．108．

第2表　工業生産に占める企業形態別比率（1950年）（％）

工業部門
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

全
麹
ギ
　
エ
材
菊
製
工
魂
菊
工
工
恥
痴

　
エ
ル
山
金
　
　
旺
　
　
械
　
　
　
皮
　
工

業
料
ネ
　
学
設
働
械
気
騰
工
材
維
腰
綿

工
係
工
鉱
冶
化
建
嘘
機
電
精
鰹
木
繊
衣
紙
喰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

経有所民
㈹
人
営

52．4

57．3

60．7

67．0

30．0

62．0

56．7

50．5

53．6

39．9

63．8

45．3

60．6

57．6

ソビエト株
式会社（B）

22．6

42．2

37．6

31．7

57．8

12．9

26．4

26．2

25．5

0．5

2．9

1．9

5．8

0．2

A十B

75．0

99．5

98．3

98．7

87．8

74．9

83．1

86．7

79．1

40．4

66．7

47．2

66．4

57．8

私的経営

25．0

0．5

1．7

1．3

12．2

25．1

16．9

13．3

20．9

59．6

33．3

52．8

33．6

42．2

（出所）Wemer　Krause，a。a．0。，S。108。



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
私
営
企
業
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
民
主
主
義
革
命
の
時
期
に
は
、
国
民
経
済
の
再
建
の
た
め
人
民
所
有
経
営
と
同
列
視
さ
れ
、
生
産
活
動

に
従
事
し
て
き
た
。
一
九
四
九
年
初
頭
、
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
第
一
回
党
協
議
会
で
ワ
ル
タ
ー
・
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
は
、
人
民
所
有
経

営
の
み
が
直
接
的
生
産
課
題
を
も
ち
、
私
的
資
本
主
義
的
企
業
は
、
人
民
所
有
経
営
、
ソ
ビ
エ
ト
株
式
会
社
ま
た
は
国
営
商
業
組
織
と
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

約
を
締
結
す
る
と
い
う
間
接
的
関
係
を
生
産
計
画
に
た
い
し
て
も
つ
と
の
べ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
お
よ
び
ド
イ

ツ
民
主
共
和
国
政
府
の
側
か
ら
の
私
営
企
業
に
た
い
す
る
租
税
政
策
、
価
格
政
策
、
信
用
政
策
、
契
約
制
度
面
で
の
経
済
政
策
上
の
統
制

の
開
始
を
意
味
し
た
。

　
一
九
五
二
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
第
二
回
党
協
議
会
は
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

決
議
す
る
と
と
も
に
小
私
営
企
業
没
収
の
政
策
を
と
ら
な
い
点
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
私
営
企
業
の
租
税
滞
納
額
ー
一
九
五
〇
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
億
八
二
〇
万
マ
ル
ク
、
一
九
五
二
年
に
一
億
三
一
六
〇
万
マ
ル
ク
、
一
九
五
三
年
に
一
億
三
八
二
〇
万
マ
ル
ク
ー
に
み
ら
れ
る
よ
ヶ

に
、
こ
の
時
期
は
、
過
度
な
重
工
業
優
先
政
策
、
消
費
財
生
産
部
門
の
軽
視
、
農
業
分
野
に
お
け
る
極
端
な
大
中
農
へ
の
差
別
政
策
、
工

業
の
私
的
セ
ク
タ
ー
に
た
い
す
る
強
制
的
徴
税
措
置
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
内
に
お
け
る
政
治
的
経
済
的
矛
盾
が
先
鋭
化
し
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。

　
こ
の
第
二
回
党
協
議
会
の
時
期
、
一
九
五
二
年
七
月
一
四
日
に
発
令
さ
れ
た
「
資
産
価
値
保
全
の
た
め
の
政
令
」
は
、
ド
イ
ッ
民
主
共

和
国
の
警
察
へ
申
告
せ
ず
に
西
側
に
去
っ
た
人
々
の
資
産
は
没
収
さ
れ
、
没
収
さ
れ
た
農
業
資
産
は
生
産
協
同
組
合
ま
た
は
人
民
所
有
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

場
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
（
第
一
、
二
条
）
。
　
一
九
五
二
年
二
月
下
旬
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
と
ベ
ル
リ
ン
市
庁

は
、
食
糧
品
と
工
業
製
品
の
投
機
を
阻
止
す
る
た
め
の
政
令
を
だ
し
た
。
こ
の
政
令
は
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
国
内
で
生
産
さ
れ
る
食
糧
お



よ
び
工
業
製
品
が
、
西
ド
イ
ッ
ま
た
は
西
ベ
ル
リ
ン
に
秘
密
裡
に
持
ち
さ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
市
民
の
監
視
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

食
糧
、
工
業
製
品
の
購
入
、
販
売
に
つ
い
て
法
を
犯
し
た
場
合
、
厳
罰
に
処
す
こ
と
を
公
示
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
時
期
は
私
営
企
業

家
や
大
中
農
の
．
西
ベ
ル
リ
ン
ま
た
は
西
ド
イ
ッ
ヘ
の
逃
亡
が
工
場
の
閉
鎖
、
生
産
の
減
少
、
都
市
で
の
食
糧
供
給
の
危
機
お
よ
び
国
家
の

税
収
入
の
減
少
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
の
国
内
に
お
い
て
は
、
工
業
、
農
業
す
べ
て
の
分
野
に
お

い
て
対
立
、
矛
盾
が
激
化
し
、
投
機
、
脱
税
な
ど
に
よ
る
反
国
家
活
動
が
冷
戦
を
背
景
に
活
淡
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和

国
政
府
の
政
策
も
広
範
な
統
一
戦
線
を
強
化
す
る
と
い
う
路
線
を
逸
脱
し
、
資
本
主
義
的
分
子
の
排
除
、
弾
圧
と
い
う
方
向
に
力
点
が
お

か
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　
一
九
五
三
年
四
月
九
目
の
「
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
と
大
ベ
ル
リ
ン
民
主
地
域
の
食
糧
配
給
券
配
布
に
関
す
る
政
令
」
は
、
食
糧
配
給
券

受
給
資
格
者
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
を
布
告
し
、
第
一
条
に
お
い
て
以
下
の
人
々
を
受
給
資
格
者
か
ら
排
除
し
て
い
る
。
①
　
私
営
企

業
所
有
者
、
共
同
所
有
者
、
株
主
、
賃
貸
借
人
　
②
　
五
名
以
上
の
従
業
員
を
有
す
る
手
工
業
経
営
所
有
者
、
共
同
所
有
者
、
賃
貸
借
人

③
自
由
業
と
し
て
活
動
す
る
弁
護
士
④
私
営
大
商
人
⑤
自
由
業
と
し
て
活
動
す
る
税
理
士
お
よ
び
計
理
士
⑥
家
屋
土
地

の
仲
買
人
⑦
家
賃
収
入
で
生
計
を
た
て
る
住
宅
所
有
者
⑧
コ
ー
ヒ
ー
店
お
よ
び
そ
の
他
の
居
酒
屋
の
所
有
者
と
賃
貸
借
人
⑨

個
人
商
人
（
食
糧
品
店
、
肉
屋
、
パ
ン
屋
、
八
百
屋
、
繊
維
製
品
商
、
小
間
物
商
な
ど
）
　
⑩
　
私
営
企
業
の
代
理
商
と
商
用
旅
行
者

⑪
　
荒
廃
せ
る
農
業
経
営
の
所
有
者
お
よ
び
そ
の
家
族
。
さ
ら
に
こ
の
政
令
の
第
二
条
は
、
都
市
、
市
町
村
評
議
会
の
食
糧
品
配
給
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

該
当
す
る
人
物
の
氏
名
一
覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
を
委
任
し
て
い
る
。
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
首
相
、
オ
ッ
ト
ー
・
グ
・
テ
ヴ
ォ
ー
ル
が
署

名
し
た
こ
の
政
令
は
、
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
政
府
の
か
か
げ
る
広
範
な
統
一
戦
線
の
結
成
と
い
う
政
治
路
線

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
一
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

か
ら
の
極
端
な
逸
脱
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
六
月
九
目
、
国
内
の
政
治
経
済
情
勢
が
極
度
に
緊
迫
し
た
時
期
に
、
ド

イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
中
央
委
員
会
は
、
国
民
生
活
に
必
要
な
日
常
必
需
品
、
つ
ま
り
消
費
財
生
産
の
拡
大
、
私
営
企
業
、
手
工
業
、
小

売
商
へ
の
資
金
の
調
達
、
小
農
、
中
農
、
大
農
等
、
個
人
農
に
た
い
す
る
農
地
の
没
収
の
中
止
、
税
徴
収
の
た
め
の
強
制
措
置
の
中
止
、

人
民
所
有
財
産
保
護
法
違
反
に
よ
っ
て
禁
鋼
刑
を
う
け
た
受
刑
囚
お
よ
び
拘
留
中
の
未
決
囚
の
即
時
釈
放
を
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
に

　
　
（
8
）

提
案
し
た
。

　
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
は
、
同
日
「
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
地
域
お
よ
び
大
ベ
ル
リ
ン
民
主
地
域
へ
の
帰
還
者
に
関
す
る
政
令
」
を
発

令
し
た
。
こ
の
政
令
は
、
一
九
五
二
年
七
月
の
「
資
産
価
値
保
全
の
た
め
の
政
令
」
に
も
と
づ
い
て
没
収
し
た
土
地
の
所
有
者
へ
の
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
た
は
補
償
と
こ
の
政
令
の
廃
止
を
う
た
っ
て
い
る
（
第
一
条
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
政
令
は
一
九
五
三
年
二
月
一
九
目
に
発
令
さ
れ
た
「
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

業
生
産
と
市
民
へ
の
供
給
保
全
の
た
め
の
政
令
」
を
廃
止
し
、
供
出
義
務
の
不
履
行
ま
た
は
租
税
滞
納
を
根
拠
と
す
る
管
財
人
の
任
命
を

禁
止
し
、
農
業
経
営
が
困
難
と
な
り
、
西
ベ
ル
リ
ン
ま
た
は
西
ド
イ
ッ
ヘ
逃
亡
し
た
小
農
、
中
農
、
大
農
に
た
い
す
る
農
地
の
返
還
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

は
補
償
を
規
定
し
て
い
る
（
第
二
条
一
・
二
項
）
。
こ
の
政
令
の
施
行
規
則
は
、
資
産
返
還
請
求
は
、
申
請
者
が
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
ま
た

は
大
ベ
ル
リ
ン
民
主
地
域
を
去
る
以
前
の
居
住
地
の
市
評
議
会
ま
た
は
市
町
村
評
議
会
に
、
口
頭
、
文
書
ま
た
は
代
理
人
を
通
じ
て
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

す
る
よ
う
定
め
て
い
る
（
第
一
条
、
第
一
条
二
項
）
。
ま
た
同
日
に
は
、
食
糧
配
給
券
配
布
に
関
す
る
布
告
も
廃
止
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
情
勢
は
、
ぎ
わ
め
て
深
刻
で
あ
り
、
六
月
一
六
日
、
ノ
ル
マ
引
下
げ
を
要
求
す
る
建
築
労
働
者
の
デ
モ

が
お
こ
り
、
翌
一
七
日
に
東
ベ
ル
リ
ン
に
暴
動
が
発
生
し
、
公
共
建
築
物
が
襲
撃
放
火
さ
れ
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
の
各
地
は
不
穏
な
情

勢
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
に
よ
っ
て
、
供
出
義
務
軽
減
、
年
金
引
上
げ
、
炭
鉱
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
な



ど
の
一
連
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
旧
所
有
者
に
返
還
さ
れ
た
私
営
企
業
数
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
二
五
九
企
業
（
運
輸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

建
設
、
時
計
、
繊
維
、
玩
具
、
製
パ
ン
、
石
炭
な
ど
）
、
　
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
で
は
七
一
企
業
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
三
七
企
業
で
あ
っ
た
。

釈
放
さ
れ
た
囚
人
数
は
、
七
五
〇
〇
余
名
に
の
ぼ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
二
〇
〇
〇
余
名
は
農
民
で
あ
り
、
供
出
不
履
行
ま
た
は
税
金
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

納
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
首
相
、
オ
ッ
ト
ー
・
グ
・
テ
ヴ
オ
ー
ル
が
、
「
真
面
目
な
良
心
的
な
人
々
が
、
わ
れ
わ
れ
の
政
治
指
針
か
ら
は
な

　
　
　
　
（
1
5
）

れ
て
い
っ
た
」
と
自
己
批
判
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
暴
動
の
主
要
な
側
面
は
、
西
側
お
よ
び
国
内
の
反
革
命
勢
力
に
よ
る
挑
発
麗

乱
工
作
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
国
内
に
お
け
る
政
治
的
経
済
的
矛
盾
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

第
一
次
五
力
年
計
画
後
期
に
お
け
る
私
営
セ
ク
タ
ー
へ
の
優
遇
政
策

　
　
（
一
九
五
三
年
七
月
≧
五
五
年
）

　
一
九
五
三
年
六
月
の
東
ベ
ル
リ
ン
暴
動
後
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
は
、
例
え
ば
一
〇
月
八
日
の
「
一
九
五
三
年
第
二
半
期
の
国
民

経
済
計
画
変
更
に
関
す
る
決
議
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
営
企
業
、
手
工
業
へ
の
原
料
、
材
料
供
給
の
保
証
、
重
工
業
投
資
額
の
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

減
、
住
宅
建
設
費
の
増
額
な
ど
に
よ
っ
て
、
重
工
業
優
先
政
策
を
修
正
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
暴
動
以
降
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
の
主
要

な
任
務
の
一
つ
は
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
、
五
五
年
に
お
け
る
消
費
財
の
生
産
の
発
展
と
国
民
へ
の
供
給
の

改
善
が
中
心
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
三
年
一
二
月
一
七
目
の
「
国
民
の
た
め
の
消
費
財
生
産
の
向
上
と
改
善
に
関
す
る
政
令
」

は
、
地
域
人
民
所
有
経
営
、
私
営
企
業
と
手
工
業
に
お
い
て
、
住
民
の
消
費
財
生
産
を
一
九
五
四
年
に
は
、
一
九
五
三
年
に
対
比
し
、
地

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

域
人
民
所
有
経
営
に
お
い
て
は
一
二
五
・
七
％
、
私
営
企
業
で
は
一
二
六
・
一
％
、
手
工
業
に
お
い
て
は
一
四
九
％
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
令
は
、
さ
ら
に
、
私
営
企
業
が
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
と
消
費
財
生
産
の
拡
大
に
大
き
な
任
務
を
有
す
る

こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
私
営
企
業
に
た
い
す
る
い
く
つ
か
の
優
遇
措
置
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
①
　
私
営
企
業
に
お
け
る
生
産

物
価
格
の
最
高
価
格
を
一
九
五
三
年
度
に
決
定
さ
れ
た
価
格
と
し
、
そ
の
価
格
の
維
持
ま
た
は
引
下
げ
を
企
業
家
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
た
こ

と
、
②
　
一
般
消
費
財
を
生
産
す
る
私
営
企
業
お
よ
び
充
分
な
自
己
資
金
を
も
た
な
い
私
営
企
業
に
た
い
し
信
用
供
与
す
る
こ
と
、
消
費

財
生
産
を
新
た
に
開
始
す
る
私
営
企
業
に
た
い
し
、
生
産
開
始
に
必
要
な
信
用
を
純
利
率
五
％
、
一
年
の
期
限
で
信
用
手
数
料
な
し
で
供

与
す
る
こ
と
、
③
一
般
消
費
財
の
原
価
プ
ラ
ス
六
％
の
利
益
幅
が
決
定
さ
れ
た
生
産
物
引
渡
し
価
格
よ
り
高
い
場
合
、
大
蔵
省
は
一
般

消
費
財
に
た
い
す
る
予
算
増
額
を
新
た
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
新
た
な
決
定
は
、
私
営
企
業
家
の
申
請
に
も
と
づ
き

一
ヵ
月
以
内
に
お
こ
な
わ
れ
、
有
効
期
限
は
一
年
間
で
あ
る
こ
と
　
④
　
私
営
の
生
産
・
建
設
・
運
輸
企
業
は
、
そ
の
純
利
益
の
二
五
％

を
投
資
お
よ
び
改
修
に
使
用
で
き
る
こ
と
、
課
税
対
象
は
残
余
の
利
益
に
た
い
し
て
で
あ
る
こ
と
、
⑤
　
資
本
会
社
か
ら
人
的
会
社
ま
た

は
個
人
企
業
へ
組
織
変
更
し
た
私
営
企
業
が
、
帳
簿
上
の
譲
渡
利
益
を
だ
さ
ず
、
組
織
変
更
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
資
産
評
価
を
お
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

う
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
資
本
会
社
か
ら
人
的
会
社
ま
た
は
個
人
企
業
へ
の
組
織
変
更
に
関
し
て
は
、
す
で
に
一
九
五
三
年
一
〇
月
一
九
目
の
「
租
税
変
更
お
よ

び
所
得
税
率
軽
減
に
関
す
る
政
令
第
八
次
施
行
令
」
に
お
い
て
、
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
ま
た
は
有
限
責
任
会
社
は
、
清
算
を
除

ぎ
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
民
法
上
の
組
合
ま
た
は
個
人
商
人
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
的
会
社
ま
た
は
個
人
商
人
が
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

会
社
の
全
権
利
の
承
継
者
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
第
八
次
施
行
令
の
「
商
法
」
の
項
で
は
、
さ
ら
に
、
第
二
条
の
清
算
を



除
く
資
本
会
社
の
組
織
変
更
の
た
め
の
要
件
で
は
、
す
べ
て
の
資
本
会
社
の
所
有
と
債
務
部
分
は
、
人
的
会
社
ま
た
は
個
人
商
人
に
譲
渡

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
組
織
変
更
す
る
資
本
会
社
に
参
加
す
る
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
ま
た
は
有
限
責
任
会
社
は
、
引
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

継
ぐ
人
的
会
社
に
お
い
て
社
員
と
し
て
登
場
し
て
は
な
ら
な
い
点
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
本
会
社
の
合
資
会
社
へ
の
組
織
変
更

の
場
合
、
有
限
責
任
社
員
と
し
て
、
人
民
所
有
財
産
の
権
利
者
と
し
て
、
ま
た
は
受
託
者
の
管
理
財
産
の
代
表
者
と
し
て
、
ド
イ
ッ
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

銀
行
の
み
が
登
場
す
る
点
を
明
記
し
て
い
る
。

　
一
九
五
三
年
度
後
半
は
、
ベ
ル
リ
ン
暴
動
を
契
機
と
し
て
、
私
営
企
業
と
手
工
業
に
た
い
し
て
、
金
融
面
、
租
税
面
、
価
格
面
な
ど
統

制
緩
和
政
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
一
九
五
三
年
以
降
、
私
営
企
業
の
生
産
は
拡
大
し
、
消
費
財
部
門
の
供
給
が
増

大
す
る
。
一
九
五
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
私
営
企
業
の
総
生
産
は
、
一
九
五
三
年
に
一
〇
二
・
六
％
、
一
九
五
四
年
に
一
一
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

五
％
、
一
九
五
五
年
に
は
二
八
・
六
％
と
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
、
原
料
工
業
に
お
い
て
は
、
一
九
五
三
年
に
九
六
・
六
％
、
一
九
五
四

年
に
一
〇
二
・
四
％
、
一
九
五
五
年
に
は
一
〇
七
・
五
％
、
軽
工
業
に
お
い
て
は
、
一
九
五
三
年
に
九
八
・
六
％
、
一
九
五
四
年
に
一
〇

八
％
、
一
九
五
五
年
に
は
一
二
丁
二
％
、
食
料
品
工
業
に
お
い
て
は
、
一
九
五
三
年
に
一
二
四
・
四
％
、
一
九
五
四
年
に
、
一
二
八
・
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

％
、
一
九
五
五
年
に
は
一
三
六
・
八
％
に
上
昇
し
た
。
こ
の
よ
う
に
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
に
た
い
す
る
統
制
緩
和
・
優
遇
政
策
は
、
私
営

企
業
の
設
備
拡
大
を
促
進
す
る
結
果
を
生
み
、
蓄
積
と
収
益
が
急
速
に
増
加
し
、
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
と
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
間
の
矛
盾

・
対
立
が
強
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
の
発
展
は
、
社
会
主
義
建
設
の
過
程
で
障
害
と
し
て
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史

九



東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史

一
〇

第
三
節

私
営
企
業
へ
の
統
制
措
置
と
半
国
家
経
営
の
成
立

　
　
　
　
（
一
九
五
五
年
二
一
月
－
五
九
年
三
月
）

　
噌
九
五
五
年
一
二
月
二
二
日
の
「
商
品
供
給
者
と
し
て
の
私
営
工
業
企
業
の
契
約
上
の
義
務
規
則
に
関
す
る
政
令
」
は
、
下
記
の
こ
と

を
定
め
て
い
る
。
私
営
工
業
企
業
は
、
製
品
の
販
売
、
製
造
に
つ
い
て
、
人
民
所
有
経
営
、
そ
れ
と
同
等
の
経
営
お
よ
び
私
営
企
業
と
契

約
を
締
結
す
る
義
務
を
負
う
と
同
時
に
、
自
己
の
企
業
で
実
施
し
う
る
生
産
に
関
し
て
の
み
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
第
一
条
丁
二

項
）
。
契
約
は
書
類
形
式
に
よ
る
こ
と
（
第
二
条
二
項
）
私
営
企
業
は
契
約
な
ら
び
に
資
材
請
求
確
認
の
た
め
、
契
約
書
を
商
工
会
議
所

県
幹
部
会
に
提
出
す
る
こ
と
（
第
三
条
一
項
）
。
商
工
会
議
所
県
幹
部
会
が
契
約
確
認
し
て
、
は
じ
め
て
生
産
の
開
始
が
認
め
ら
れ
、
生

産
は
確
認
さ
れ
た
範
囲
内
で
の
み
実
施
で
き
る
こ
と
（
第
三
条
五
項
）
。
確
認
さ
れ
た
契
約
の
範
囲
内
で
資
材
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
（
第

四
条
二
項
）
。
ま
た
、
こ
の
政
令
は
、
国
家
フ
オ
ン
ド
に
よ
っ
て
私
営
企
業
に
供
給
さ
れ
た
資
材
を
、
自
己
の
企
業
外
で
加
工
さ
せ
た
場

合
、
契
約
変
更
ま
た
は
破
棄
の
申
請
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
な
ら
び
に
契
約
が
存
在
せ
ず
に
生
産
を
開
始
し
た
場
合
に
た
い
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

民
事
罰
を
定
め
て
い
る
（
第
八
条
一
・
二
項
）
。
価
格
政
策
の
領
域
で
は
、
私
営
企
業
と
人
民
所
有
経
営
間
の
生
産
物
価
格
の
差
を
是
正

す
る
た
め
、
人
民
所
有
経
営
の
定
価
を
私
営
企
業
の
最
高
価
格
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
私
営
企
業
の
純
利
益
の
二
五
％
を

投
資
お
よ
び
改
修
に
使
用
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
規
定
は
廃
止
さ
れ
、
私
営
企
業
に
た
い
す
る
信
用
供
与
に
つ
い
て
も
、
地
方
国
家
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

で
あ
る
郡
県
評
議
会
の
推
薦
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
一
九
五
五
年
一
〇
月
末
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
第
二
五
回
中
央
委
員
会
総
会
は
、
国
家
の
資
本
主
義
的
セ
ク
タ
ー
ヘ



の
経
済
的
影
響
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
私
営
企
業
へ
の
国
家
参
与
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
企
業
を
漸
次
、
社
会
主
義
的
に
改
造
し
て
ゆ

く
方
向
を
提
起
し
た
。
一
九
五
六
年
二
月
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
閣
僚
会
議
幹
部
会
は
、
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
に
国
家
資
金
に
よ
っ
て
私
営

企
業
に
参
加
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
こ
の
国
家
参
与
企
業
は
合
資
会
社
形
態
を
と
り
、
私
営
企
業
家
は
無
限
責
任
社
員
お
よ
び
業
務
執

行
者
と
し
て
相
応
の
報
酬
を
得
、
無
限
責
任
社
員
と
有
限
責
任
社
員
間
の
関
係
は
、
通
常
の
契
約
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
国
家
参
与
企
業
は
、
一
九
五
六
年
二
月
に
は
八
企
業
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
六
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ッ
社
会
主
義

統
一
党
第
五
回
党
大
会
の
時
期
に
は
、
す
で
に
二
〇
〇
余
の
私
営
企
業
が
国
家
参
与
企
業
設
立
の
申
請
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
第
五
回
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

大
会
は
、
資
本
主
義
企
業
の
半
国
家
的
性
格
の
企
業
へ
の
改
造
の
道
、
国
家
参
与
の
方
向
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
末

か
ら
の
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
と
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
政
府
の
私
営
企
業
に
た
い
す
る
経
済
政
策
は
、
一
方
で
私
営
企
業
に
た
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

統
制
・
監
督
を
強
化
し
な
が
ら
、
「
半
社
会
主
義
的
性
格
」
を
も
つ
国
家
参
与
企
業
の
設
立
に
よ
っ
て
、
私
営
企
業
を
社
会
主
義
的
に
改

造
す
る
点
に
重
点
が
お
か
れ
た
。

　
一
九
五
六
年
五
月
二
九
日
の
「
国
家
参
与
企
業
と
そ
の
社
員
の
課
税
に
関
す
る
指
令
」
は
、
私
営
企
業
が
国
家
参
与
企
業
に
組
織
変
更

す
る
場
合
、
そ
の
秘
密
積
立
金
の
税
法
上
の
負
担
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
（
第
一
〇
条
一
項
）
、
業
務
執
行
者
と
し
て
の
無
限
責
任
社
員
に

契
約
上
承
認
さ
れ
た
報
酬
は
、
税
法
上
控
除
し
う
る
企
業
支
出
で
あ
る
こ
と
（
第
九
条
一
項
）
、
そ
の
報
酬
は
労
働
所
得
と
し
て
取
り
扱

か
わ
れ
る
こ
と
（
第
一
二
条
一
項
）
、
そ
し
て
、
国
家
参
与
企
業
へ
組
織
変
更
す
る
場
合
、
売
上
税
と
土
地
取
得
税
は
免
除
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

（
第
一
四
条
一
項
、
第
一
五
条
）
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

　
一
九
五
六
年
八
月
一
日
の
「
国
家
参
与
企
業
の
管
轄
と
指
導
に
関
す
る
指
令
」
は
、
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
を
国
家
権
力
の
地
域
機
関
を

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

通
じ
て
、
よ
り
強
力
に
統
制
し
、
監
督
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
令
の
前
文
は
、
私
営
企
業
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
力
に
社
会
主
義
建
設
へ
組
み
入
れ
、
そ
の
生
産
の
経
験
と
企
業
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
、
工
業
製
品
と
消
費
財
生
産
の
た
め
に
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

す
る
新
形
態
が
、
私
営
企
業
へ
の
国
家
参
与
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
指
令
は
、
地
域
的
意
義
を
有
す
る
国
家
参
与
企
業
を
郡

評
議
会
が
管
轄
し
、
地
域
経
済
部
局
が
指
導
し
、
監
督
す
る
こ
と
（
第
一
条
一
項
）
、
県
評
議
会
は
、
特
に
重
要
な
企
業
を
直
接
県
評
議

会
の
管
轄
下
に
お
く
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
第
一
条
二
項
）
、
国
民
経
済
上
、
特
に
重
要
な
国
家
参
与
企
業
を
、
当
該
大
臣
の
同
意
に
も

と
づ
い
て
あ
る
省
の
管
轄
下
に
お
く
こ
と
（
第
二
条
一
項
）
、
県
・
郡
評
議
会
地
域
経
済
部
局
は
、
企
業
が
実
現
可
能
な
計
画
提
案
を
作

成
で
き
る
よ
う
保
障
す
る
こ
と
、
計
画
課
題
の
遂
行
、
資
材
と
国
家
資
金
の
合
目
的
的
使
用
を
監
督
す
る
こ
と
、
契
約
が
す
べ
て
の
点
で

遂
行
さ
れ
る
よ
う
国
家
参
与
企
業
を
援
助
す
る
こ
と
（
第
四
条
一
・
二
・
三
項
）
、
県
評
議
会
地
域
経
済
部
局
は
、
業
務
執
行
無
限
責
任

社
員
と
そ
の
協
力
者
を
、
県
の
技
術
経
済
顧
問
会
議
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
顧
問
会
議
の
活
動
を
国
家
参
与
企
業
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

六
条
）
な
ど
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
六
年
七
月
の
国
家
参
与
企
業
に
関
す
る
模
範
定
款
は
、
個
人
商
人
と
し
て
商
業
登
記
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
企
業
家
は
、
商
号

を
継
続
し
な
が
ら
、
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
を
社
員
と
し
て
受
入
れ
る
こ
と
（
第
一
条
）
、
企
業
家
は
無
限
責
任
社
員
と
な
り
（
第
四
条
）
、
出

資
金
を
提
供
す
る
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
は
有
限
責
任
社
員
と
な
る
こ
と
（
第
五
条
）
、
無
限
責
任
社
員
は
、
企
業
の
土
地
財
産
を
会
社
に
委

譲
し
、
土
地
台
帳
へ
の
所
有
権
変
更
の
登
録
を
、
定
款
締
結
後
、
一
ヵ
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
、
お
よ
び
登
録
し
た
担
保
と
土
地
債
務

の
解
消
に
同
意
す
る
こ
と
（
第
六
条
）
、
無
限
責
任
社
員
な
ら
び
に
有
限
責
任
社
員
の
損
益
は
、
出
資
額
の
割
合
に
応
じ
て
相
互
に
分
配

さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
、
利
益
に
手
を
ふ
れ
な
い
こ
と
は
、
利
益
配
当
割
当
額
の
変
更
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
（
第
一
一
条
）
な
ど
を



　
　
　
（
訂
）

定
め
て
い
る
。

　
一
九
五
六
年
に
は
、
人
民
所
有
経
営
数
は
五
九
二
二
（
三
二
・
三
％
）
、
国
家
参
与
企
業
数
は
一
四
四
（
○
・
八
％
）
、
私
営
企
業
数
は

一
万
二
二
七
八
（
六
六
・
九
％
）
、
一
九
五
七
年
に
は
、
人
民
所
有
経
営
数
は
五
八
六
一
（
三
三
・
四
％
）
、
国
家
参
与
企
業
数
は
四
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

（
二
・
五
％
）
、
私
営
企
業
数
は
一
万
一
二
三
七
（
六
四
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
従
業
員
数
は
、
　
一
九
五
六
年
に
は
、
人
民
所
有
経

営
に
は
二
二
万
三
一
二
五
名
（
八
三
・
二
％
）
、
国
家
参
与
企
業
に
は
一
万
四
三
三
一
名
（
○
・
六
％
）
、
私
営
企
業
に
は
四
一
万
二
二

三
三
名
（
一
六
二
一
％
）
、
一
九
五
七
年
に
は
、
人
民
所
有
経
営
に
は
二
一
九
万
三
二
五
八
名
（
八
三
・
四
％
）
、
国
家
参
与
企
業
に
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

万
四
九
七
六
名
（
一
・
七
％
）
、
私
営
企
業
に
は
三
〇
万
四
八
九
名
（
一
四
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
六
年
、
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
は
、
化
学
工
業
の
生
産
の
う
ち
六
・
三
％
、
建
設
資
材
工
業
（
ガ
ラ
ス
と
陶
磁
器
を
含
む
）
で
は

一
六
・
八
％
、
機
械
製
造
で
は
七
・
六
％
、
電
子
工
学
で
は
七
・
一
％
、
精
密
機
械
と
光
学
で
は
八
・
八
％
、
木
材
加
工
工
業
で
は
三
一

・
三
％
、
繊
維
工
業
で
は
二
〇
・
七
％
、
既
製
服
製
造
で
は
三
九
・
八
％
、
パ
ル
プ
・
製
紙
産
業
で
は
二
〇
・
五
％
、
印
刷
産
業
で
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

四
・
七
％
、
食
料
品
産
業
で
は
一
二
％
を
生
産
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
の
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
の
総
生
産
は
六
〇
億
マ
ル
ク
で
、
四
〇

％
が
生
産
手
段
、
六
〇
％
が
消
費
財
で
あ
り
、
そ
の
六
〇
億
マ
ル
ク
の
う
ち
、
私
営
企
業
の
八
三
％
（
従
業
員
数
五
〇
名
以
下
）
が
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

％
を
、
一
六
％
（
従
業
員
数
五
〇
～
二
〇
〇
名
）
が
四
一
％
を
、
一
％
（
従
業
員
数
二
〇
〇
名
以
上
）
が
九
％
を
生
産
し
て
い
た
。

　
一
九
五
八
年
に
は
、
国
家
参
与
企
業
数
は
、
一
九
五
七
年
の
四
四
〇
企
業
か
ら
一
五
四
九
企
業
へ
と
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
こ
の
時
期

は
、
ま
た
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
農
業
生
産
協
同
組
合
化
の
運
動
が
前
進
を
と
げ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
九
年
三
月
二
六
目
に
「
半
国
家
経
営
設
立
に
関
す
る
政
令
」
が
だ
さ
れ
た
。
こ
の
政
令
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
、
「
労
働
者
・

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

農
民
国
家
の
私
営
企
業
へ
の
参
与
は
、
社
会
主
義
経
営
へ
の
過
渡
形
態
で
あ
る
」
こ
と
、
お
よ
び
「
半
国
家
的
性
格
の
企
業
へ
の
私
的
資

本
主
義
的
企
業
の
転
換
の
過
程
で
、
古
い
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
着
実
な
改
造
が
、
つ
ま
り
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
の
制
限
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

除
去
が
お
こ
な
わ
れ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
半
国
家
経
営
設
立
に
つ
い
て
政
令
は
、
半
国
家
経
営
は
、
私
営
企
業
へ
の
労
働
者
、

農
民
国
家
の
参
与
に
よ
っ
て
成
立
し
、
申
請
に
も
と
づ
く
こ
と
（
第
一
条
一
項
）
、
私
営
企
業
の
所
有
者
、
人
的
会
社
の
業
務
執
行
社
員

な
ら
び
に
資
本
会
社
の
業
務
執
行
者
ま
た
は
取
締
役
会
が
、
国
家
参
与
の
申
請
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
（
第
一
条
二
項
）
、
申

請
は
文
書
に
て
、
企
業
が
所
在
す
る
所
轄
の
郡
評
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
、
そ
の
申
請
書
に
は
、
国
家
参
与
額
、
資
金
の
運
用
目
的
、
生

産
の
種
類
と
量
、
生
産
の
今
後
の
発
展
の
可
能
性
と
活
動
報
酬
額
を
記
載
す
る
こ
と
（
第
一
条
三
項
）
、
半
国
家
経
営
は
、
一
般
的
に
合

資
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
る
が
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
は
合
名
会
社
の
形
態
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
第
二
条
一
項
）
、
半
国
家
経
営
の
法
形

態
お
よ
び
社
員
の
法
的
地
位
は
、
会
社
定
款
の
な
か
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
（
第
二
条
二
項
）
、
国
家
社
員
は
人
民
所
有
経
営
ま
た
は
ド
イ

ツ
投
資
銀
行
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
は
、
人
民
所
有
経
営
連
合
お
よ
び
ド
イ
ッ
国
有
鉄
道
が
、
国
家
社
員
の
機
能
を
引
き
受
け
る
こ
と

（
第
三
条
一
・
二
項
）
、
国
家
社
員
は
、
資
金
供
与
、
人
民
所
有
地
の
提
供
、
有
価
証
券
の
提
供
に
よ
り
半
国
家
経
営
に
参
加
す
る
こ
と

（
第
四
条
一
項
a
・
b
）
、
資
金
供
与
は
、
投
資
お
よ
び
改
修
実
施
、
企
業
の
社
会
的
文
化
的
施
設
の
改
善
、
生
産
転
換
、
流
通
手
段
の
増

加
、
債
務
の
返
済
、
退
社
社
員
の
資
本
持
分
の
償
還
、
社
員
の
資
本
持
分
の
一
部
償
還
な
ど
に
た
い
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
（
第
四
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

二
項
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
政
令
は
、
社
員
の
地
位
と
任
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
私
営
企
業
の
業
務
執
行
を
行
使
し
て
き
た
私

的
社
員
は
、
会
社
定
款
に
よ
っ
て
半
国
家
経
営
の
指
導
者
に
な
る
こ
と
、
半
国
家
経
営
を
そ
の
個
人
の
責
任
に
お
い
て
指
導
す
る
権
利
と

義
務
を
有
す
る
こ
と
（
第
六
条
一
項
）
、
供
与
さ
れ
た
資
金
の
合
目
的
的
運
用
に
責
任
を
有
す
る
こ
と
（
第
六
条
二
項
）
、
重
要
案
件
に
関
し



て
は
、
他
の
社
員
と
共
同
し
て
決
定
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
を
会
社
定
款
に
規
定
す
る
こ
と
（
第
六
条
三
項
）
、

私
的
無
限
責
任
社
員
は
、
半
国
家
経
営
に
お
け
る
活
動
に
た
い
し
て
報
酬
を
得
、
そ
の
報
酬
額
を
会
社
定
款
の
な
か
で
確
定
す
る
こ
と

（
第
七
条
）
、
国
家
社
員
は
、
労
働
者
・
農
民
国
家
の
代
理
人
と
し
て
国
家
の
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
（
第
八
条
一
項
）
、
国
家
社
員
は
、
会

社
定
款
が
定
め
て
い
る
場
合
、
有
限
責
任
社
員
と
し
て
、
単
独
で
、
ま
た
は
他
の
社
員
と
共
同
し
て
会
社
を
代
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

と
（
第
八
条
三
項
）
を
定
め
て
い
る
。
労
働
組
合
の
共
同
決
定
権
の
執
行
に
関
し
て
政
令
は
、
企
業
労
働
組
合
指
導
部
は
、
共
同
決
定
権

の
執
行
と
拡
大
の
た
め
に
、
企
業
の
指
導
者
と
企
業
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
第
九
条
一
項
）
、
労
働
組
合
は
、
企
業
の
指
導
部
に
参
加

し
、
定
期
的
に
生
産
協
議
を
行
な
い
、
か
つ
、
国
家
課
題
の
遂
行
、
達
成
の
た
め
の
労
働
競
争
、
労
働
生
産
性
の
向
上
・
製
品
の
品
質
の

改
良
、
収
益
性
の
向
上
を
組
織
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
第
九
条
二
項
）
、
人
民
所
有
経
営
と
半
国
家
経
営
の
労
働
組
合
組
織
は
、
相

互
に
友
好
協
定
を
締
結
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
第
九
条
三
項
）
、
企
業
労
働
組
合
指
導
部
は
、
労
働
の
法
律
関
係
の
調
整
、
変
更
、

解
雇
に
つ
い
て
共
同
決
定
権
を
有
す
る
こ
と
（
第
一
〇
条
一
項
）
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
企
業
労
働
組
合
指
導
部
の
代
表
は
、
社
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

に
出
席
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
第
一
〇
条
二
項
）
を
規
定
し
て
い
る
。
国
家
行
政
機
関
の
任
務
に
つ
い
て
政
令
は
、
国
家
行
政
機
関

は
、
半
国
家
経
営
の
社
会
主
義
的
発
展
を
助
成
し
、
企
業
の
指
導
者
と
従
業
員
の
社
会
主
義
的
意
識
の
発
展
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
（
第

二
条
一
項
）
、
半
国
家
経
営
を
社
会
主
義
的
計
画
に
組
み
入
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
労
働
生
産
性
向
上
の
た
め
に
半
国
家
経
営
を
援
助
す

る
こ
と
（
第
一
一
条
二
項
）
、
国
家
参
与
申
請
に
関
し
て
は
、
郡
評
議
会
の
態
度
表
明
後
に
県
評
議
会
が
決
定
す
る
こ
と
（
第
一
二
条
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

項
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
な
お
、
社
員
の
退
社
に
つ
い
て
政
令
は
、
半
国
家
経
営
の
一
社
員
が
会
社
か
ら
退
社
し
た
場
合
、
会
社
を
残

余
の
社
員
の
も
と
で
、
ま
た
は
死
亡
の
場
合
、
相
続
人
と
と
も
に
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
第
一
六
条
一
項
）
、
退
社
社
員
の
財

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

産
処
分
請
求
は
帳
簿
価
格
に
よ
る
こ
と
（
第
一
六
条
二
項
）
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
政
令
に
よ
っ
て
、
一
、
九
五
六
年
八
月
一
日
の

「
国
家
参
与
企
業
の
管
轄
と
指
導
に
関
す
る
指
令
」
は
無
効
と
な
っ
た
。

　
一
九
五
六
年
五
月
の
「
国
家
参
与
企
業
と
そ
の
社
員
の
課
税
に
関
す
る
指
令
」
お
よ
び
七
月
の
模
範
定
款
に
よ
り
合
資
会
社
の
法
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

を
と
っ
て
成
立
し
た
国
家
参
与
企
業
、
つ
ま
り
半
国
家
経
営
は
、
ド
イ
ッ
会
社
法
第
一
六
一
条
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
。
ド
イ
ッ
商

法
第
四
条
が
規
定
す
る
「
小
商
人
」
1
手
工
業
者
お
よ
び
小
営
業
経
営
者
1
は
、
合
資
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
手
工
業

者
は
手
工
業
生
産
協
同
組
合
へ
と
組
織
さ
れ
た
。

　
こ
の
合
資
会
社
に
は
、
有
限
責
任
社
員
と
し
て
主
に
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
が
登
場
す
る
が
、
有
限
責
任
社
員
で
あ
る
ド
イ
ッ
投
資
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

は
、
ド
イ
ッ
会
社
法
第
一
六
四
条
の
規
定
に
従
っ
て
「
会
社
の
業
務
執
行
よ
り
排
斥
」
さ
れ
て
は
い
た
が
、
一
六
六
条
は
合
資
会
社
に
お

け
る
有
限
責
任
社
員
の
無
限
責
任
社
員
の
業
務
執
行
に
た
い
す
る
監
視
権
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
有
限
責
任
社
員
は
「
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

貸
借
対
照
表
ノ
謄
本
ノ
交
付
ヲ
求
メ
且
帳
簿
及
書
類
を
閲
覧
シ
テ
其
ノ
貸
借
対
照
表
ノ
正
否
ヲ
審
査
ス
ル
」
権
限
を
有
す
る
。
有
限
責
任

社
員
は
、
ド
イ
ッ
会
社
法
第
一
七
〇
条
に
よ
っ
て
、
会
社
の
代
表
権
を
保
持
で
き
な
い
が
、
一
九
五
九
年
三
月
二
六
日
の
「
半
国
家
経
営

設
立
に
関
す
る
政
令
」
は
、
単
独
ま
た
は
他
の
社
員
と
共
同
で
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
、
有
限
責
任
社
員
に
保
障
し
て
い
る
。

　
こ
の
政
令
は
、
国
家
社
員
の
機
能
を
原
則
的
に
人
民
所
有
経
営
ま
た
は
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
が
受
け
継
ぐ
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
一
九

五
八
年
ま
で
、
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
が
国
家
社
員
の
機
能
を
主
と
し
て
引
き
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
が
長
期
に

わ
た
っ
て
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
に
た
い
し
、
信
用
供
与
を
お
こ
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
一
〇
月
、
ド
イ
ッ
社
会
主
義

統
一
党
第
三
三
回
中
央
委
員
会
は
、
国
家
社
員
の
機
能
を
人
民
所
有
経
営
へ
委
託
す
る
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、
半
国
家
経



営
の
社
会
主
義
的
改
造
に
た
い
す
る
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
の
役
割
に
、
一
定
の
制
約
が
あ
る
と
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案

は
、
人
民
所
有
経
営
と
半
国
家
経
営
間
の
生
産
協
力
関
係
の
強
化
、
企
業
指
導
部
間
の
労
働
生
産
性
の
向
上
、
技
術
革
新
な
ど
の
経
験
交

流
、
社
会
主
義
的
経
済
原
則
の
半
国
家
経
営
で
の
適
用
、
両
企
業
労
組
間
の
交
流
な
ど
に
よ
る
人
民
所
有
経
営
の
側
か
ら
の
影
響
力
の
拡

大
、
人
民
所
有
経
営
と
半
国
家
経
営
と
の
関
係
を
よ
り
緊
密
化
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
半
国
家
経
営
の
側
か

ら
、
国
家
社
員
と
し
て
の
人
民
所
有
経
営
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
た
い
す
る
躊
躇
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
民
所
有
経
営
と
の
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

締
結
に
よ
る
半
国
家
経
営
の
独
立
性
の
制
限
、
喪
失
に
た
い
す
る
危
惧
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
人
民
所
有
経
営
の
側
に
、

国
家
社
員
の
任
務
に
つ
い
て
の
認
識
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
半
国
家
経
営
を
人
民
所
有
経
営
の
一
部
と
見
倣
す
見
解
や
、
か
つ
て
の
私

営
企
業
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
三
月
の
布
告
は
、
半
国
家
経
営
設
立
は
「
企
業
家
の
自
発
的
意

志
」
に
よ
る
こ
と
を
強
調
し
て
は
い
た
が
、
国
家
行
政
機
関
の
側
か
ら
の
経
済
的
圧
カ
ー
原
料
割
当
の
取
消
し
、
人
民
所
有
経
営
へ
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

の
強
制
等
i
官
僚
的
行
政
措
置
に
よ
っ
て
、
人
民
所
有
経
営
と
半
国
家
経
営
間
の
契
約
締
結
の
進
行
状
況
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
国
家
機
関
お
よ
び
入
民
所
有
経
営
の
側
か
ら
の
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
の
社
会
主
義
的
改
造
の
意
義
に
つ
い
て
の
過
小
評
価
な
ど

が
、
人
民
所
有
経
営
の
国
家
社
員
機
能
の
引
継
ぎ
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
ご
、
国
家
機
関
の
側
か
ら
の
政
治
的
思
想
的

改
善
、
半
国
家
経
営
設
立
申
請
手
続
、
期
間
の
簡
略
化
な
ど
に
よ
り
、
人
民
所
有
経
営
と
契
約
を
締
結
し
た
半
国
家
経
営
数
は
飛
躍
的
に

増
大
し
た
。
人
民
所
有
経
営
を
国
家
社
員
と
し
て
受
入
れ
て
い
た
半
国
家
経
営
数
は
、
一
九
五
八
年
九
月
に
は
六
四
経
営
で
あ
っ
た
が
、

一
九
五
八
年
一
二
月
に
は
三
五
五
経
営
に
、
一
九
五
九
年
一
二
月
に
は
、
半
国
家
経
営
数
四
七
〇
二
経
営
の
う
ち
、
約
三
〇
％
の
一
三
九

　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

五
企
業
に
増
大
し
た
。
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独
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け
る
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半
国
家
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成
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一
七



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
一
九
五
九
年
三
月
の
政
令
の
第
七
条
は
、
私
的
無
限
責
任
社
員
は
そ
の
活
動
に
た
い
し
て
報
酬
を
得
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
報
酬
額
を

会
社
定
款
の
な
か
で
確
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
私
営
企
業
家
が
半
国
家
経
営
設
立
を
申
請
し
、
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
こ
の

活
動
報
酬
額
が
、
つ
ま
り
、
無
限
責
任
社
員
の
所
得
額
が
つ
ね
に
争
点
と
な
っ
た
。
こ
の
半
国
家
経
営
の
無
限
責
任
社
員
に
た
い
す
る
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

動
報
酬
は
、
「
労
働
に
も
と
づ
く
所
得
」
と
規
定
さ
れ
、
無
限
責
任
社
員
に
た
い
す
る
利
益
配
当
が
、
い
わ
ゆ
る
「
搾
取
の
一
部
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
五
五
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
私
営
企
業
に
た
い
す
る
統
制
政
策
、
社
会
主
義
的
改
造
政
策
は
、
一
九
五
九
年
三
月
の
「
半
国
家
経
営

設
立
に
関
す
る
政
令
」
に
よ
っ
て
法
的
形
態
を
と
と
の
え
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
主
義
の
総
合
的
建
設
期
と
よ
ば
れ
る
一
九
六
〇
年
代
に

お
い
て
は
、
私
営
企
業
の
半
国
家
経
営
へ
の
転
換
で
は
な
く
、
半
国
家
経
営
と
私
営
企
業
を
よ
り
強
力
に
計
画
経
済
に
組
み
入
れ
る
点
に

力
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
四
節
　
合
資
会
社
形
態
に
関
す
る
論
争

　
一
九
五
六
年
三
月
、
ド
イ
ッ
社
会
主
義
統
一
党
第
三
回
党
会
議
が
開
催
さ
れ
た
時
期
に
、
す
で
に
二
〇
〇
余
に
お
よ
ぶ
私
営
企
業
が
、

国
家
参
与
企
業
設
立
の
申
請
を
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
私
営
企
業
の
社
会
主
義
的
改
造
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。

　
ハ
ン
ス
・
ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
一
九
五
六
年
八
月
「
国
家
と
法
」
誌
上
の
論
文
で
、
私
営
企
業
へ
の
国
家
参
与
は
、
資
本
主
義
か
ら
社

会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
社
会
主
義
建
設
の
一
方
法
で
あ
り
、
こ
の
過
渡
期
に
は
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
解
消
さ
れ
、
古
い
資
本



主
義
的
基
盤
は
除
去
さ
れ
、
新
し
い
社
会
主
義
的
基
礎
が
創
造
さ
れ
る
。
こ
の
過
渡
期
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
党
の
経
済
政
策
は
、
生

産
手
段
に
た
い
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
所
有
形
態
（
社
会
主
義
的
所
有
、
小
商
品
生
産
所
有
、
資
本
主
義
的
所
有
）
が
長
期
問
併
存
す
る
点
に

立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
私
的
資
本
主
義
的
セ
ク
タ
ー
の
存
在
が
、
過
渡
期
に
お
け
る
計
画
経
済
遂
行
の
さ
い
、
不
可
避
的
に
障
害
の
原

因
と
な
り
、
私
的
セ
ク
タ
ー
を
国
民
計
画
経
済
の
遂
行
に
組
み
入
れ
る
た
め
の
対
策
が
重
要
と
な
る
。
特
に
、
消
費
財
部
門
に
お
け
る
私

営
企
業
の
生
産
の
割
合
が
高
い
場
合
、
私
営
企
業
へ
の
国
家
参
与
の
形
態
は
、
中
間
層
と
の
協
力
に
よ
る
社
会
主
義
へ
移
行
の
た
め
の
国

家
参
与
形
態
は
、
合
目
的
的
方
法
で
あ
り
、
国
家
参
与
は
、
五
〇
％
の
参
与
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
参
与
も
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

さ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
合
資
会
社
形
態
に
関
し
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
テ
プ
リ
ッ
ツ
は
、
一
九
五
六
年
七
月
の
「
ノ
イ
エ
・
ユ
ス
テ
ィ
ッ
」
誌
上
で
、
合
資
会
社

形
態
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
有
限
責
任
社
員
と
し
て
登
場
す
る
ド
イ
ッ
投
資
銀
行
、
つ
ま
り
、
一
銀
行
が

参
与
す
る
典
型
的
例
は
、
一
企
業
の
整
理
で
あ
り
、
銀
行
は
貸
主
と
し
て
社
員
の
形
態
で
登
場
す
る
。
有
限
責
任
社
員
は
財
産
出
資
に
相

応
す
る
利
益
に
た
い
す
る
請
求
権
と
監
視
権
を
有
す
る
が
、
銀
行
の
関
心
事
は
利
益
に
あ
る
の
で
、
．
一
定
の
監
視
権
で
満
足
す
る
。
し
か

し
、
国
家
参
与
は
、
企
業
の
整
理
で
は
な
く
、
私
営
企
業
の
技
術
の
改
造
、
生
産
の
向
上
、
つ
ま
り
、
私
営
企
業
家
と
の
協
力
に
よ
る
新

経
済
形
態
の
発
展
が
中
心
的
課
題
で
あ
り
、
投
資
の
維
持
と
利
益
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
経
済
形
態
の
発
展
に

と
り
、
合
資
会
社
形
態
が
国
家
参
与
の
「
最
高
形
態
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
商
法
の
典
型
的
法
人
で
あ
る
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

会
社
へ
の
国
家
参
与
が
、
「
労
働
者
・
農
民
国
家
と
の
所
有
の
分
割
」
を
法
的
に
実
現
す
る
多
様
な
可
能
性
を
提
供
す
る
と
、
テ
プ
リ
ヅ

　
　
　
　
（
5
3
）

ツ
は
主
張
す
る
。
こ
の
テ
プ
リ
ッ
ツ
の
見
解
に
た
い
し
て
、
ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
私
営
企
業
家
と
共
同
目
的
を
達
成
す
る
合
同
に
お
け
る

　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
東
独
に
お
け
る
「
半
国
家
経
営
」
成
立
小
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

有
限
責
任
社
員
の
典
型
的
な
規
定
は
、
監
視
権
の
存
在
で
あ
り
、
貸
主
は
貸
金
額
返
還
、
利
払
い
請
求
権
を
有
す
る
が
、
社
員
は
資
本
持

分
に
よ
っ
て
、
会
社
資
産
そ
の
も
の
、
会
社
資
産
の
運
命
に
参
加
す
る
の
で
あ
り
、
有
限
責
任
社
員
を
決
し
て
貸
主
と
見
敏
す
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

き
ず
、
貸
主
と
社
員
の
地
位
は
本
質
的
に
異
な
る
と
主
張
す
る
。
ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
資
本
会
社
へ
の
資
本
集
中
は
、
国
民
経
済
へ
悪
影

響
を
与
え
、
株
式
会
社
の
変
動
は
株
式
の
譲
渡
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
、
国
家
参
与
に
よ
っ
て
希
求
す
る
目
的
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
株
式
会
社
な
ど
へ
の
国
家
参
与
の
道
を
否
定
し
、
国
家
参
与
に
関
し
て
は
合
資
会
社
形
態
を
維
持
す
べ
き
で
あ

る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
私
営
企
業
家
の
再
教
育
の
面
か
ら
も
、
社
員
の
人
的
結
合
を
中
心
と
す
る
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
国
家
参
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

が
、
株
式
会
社
の
株
主
と
比
較
し
て
容
易
に
可
能
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
ナ
i
・
ホ
ル
ヌ
ー
フ
は
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
の
「
ノ
イ
エ
・
ユ
ス
テ
ィ
ツ
」
誌
上
で
、
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
国
家
参
与
は
、

資
本
で
な
く
、
個
人
が
会
社
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
、
社
員
の
人
的
責
任
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
監
視
権
、
閲
覧
権
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
、
人
的
会
社
で
は
個
々
の
社
員
が
会
社
資
産
の
全
所
有
者
で
、
同
一
目
的
（
生
産
の
向
上
、
輸
出
の
拡
大
、
純
益
の
増
大
）
に
努
力

す
る
と
述
べ
、
人
的
会
社
の
法
形
態
に
よ
る
国
家
参
与
が
、
私
営
企
業
家
と
従
業
員
の
再
教
育
、
企
業
労
組
の
共
同
決
定
権
の
強
化
、
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

理
運
営
の
改
善
お
よ
び
政
治
的
目
的
達
成
の
た
め
に
多
様
な
可
能
性
を
提
供
す
る
と
主
張
す
る
。

　
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ム
ス
ラ
ー
は
、
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
国
家
参
与
企
業
は
、
半
社
会
主
義
的
性
格
を
も
つ
「
新
た
な
生
産
形
態
、
典
型

　
　
　
　
（
5
7
）

的
移
行
形
態
」
の
企
業
で
あ
り
、
そ
の
企
業
利
益
は
利
潤
の
性
格
を
も
た
ず
、
す
で
に
一
部
は
「
社
会
に
た
い
す
る
、
つ
ま
り
、
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）

純
収
入
に
た
い
す
る
労
働
の
貨
幣
表
現
」
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。



む
す
び
に
か
え
て

　
一
九
五
五
年
末
か
ら
一
九
五
九
年
に
か
け
て
、
私
営
企
業
に
た
い
し
て
一
連
の
統
制
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
私
営
企
業
の
社
会
主
義
的
改

造
の
手
段
と
し
て
、
半
国
家
経
営
が
成
立
し
た
。
こ
の
合
資
会
社
形
態
に
よ
る
半
国
家
経
営
で
は
、
私
営
企
業
家
の
利
益
配
当
の
算
出
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

礎
で
あ
っ
た
私
有
財
産
は
、
「
共
有
に
た
い
す
る
共
同
契
約
」
に
も
と
づ
い
て
共
有
財
産
へ
転
換
さ
れ
た
。
半
国
家
経
営
に
お
い
て
、
国

家
は
法
律
や
政
令
に
よ
っ
て
「
外
部
か
ら
」
で
は
な
く
、
有
限
責
任
社
員
と
し
て
、
経
営
の
関
与
者
と
し
て
「
内
部
か
ら
」
経
営
の
意
志

形
成
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
の
監
視
権
は
実
質
上
は
経
済
計
画
官
庁
の
包
括
的
指
導
権
限
内
に
存
在
し
て
お
り
、
半
国
家
経
営

は
、
完
全
に
会
社
関
係
の
外
部
の
指
導
、
監
督
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
、
五
六
一
七
経
営
、
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
全
工
業
経
営
数
の
四
三
・
七
％
、
全
工
業
生
産
高
の
九
・
六
％
を
占

め
た
半
国
家
経
営
は
、
一
九
七
〇
年
前
半
に
人
民
所
有
経
営
へ
と
移
行
す
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
ド
イ
ッ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
私
営
企
業
の
国
有
化
は
、
半
国
家
経
営
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
こ
の
半
国
家
経

営
は
、
社
会
主
義
建
設
の
プ
・
セ
ス
の
な
か
で
一
定
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
法
と
公
法
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
間
題
を
我
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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